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第 122回浜田市教育委員会定例会議事録 

 

日 時：平成 27年 7月 22日（水） 13：29～14：54 

場 所：浜田公民館第 3研修室 

出席者：石本教育長 藤本委員 宇津委員 金本委員 花田委員 

事務局 山本部長 横田次長（教育総務課長）佐々木課長 滝本室長 

     山根課長（代：村木係長） 島田館長 長見所長 渡邉課長  

小田室長 大﨑分室長 栗栖分室長 森下分室長（欠席） 

吉野分室長（欠席） 

       書記：小林係長 佐々木主任主事 

議事 

１ 教育長報告 

２ 議題 

 （1）浜田市立図書館協議会委員の選任について 

３ 部長・次長・課長等報告事項  

４ その他 

 （1）平成 27年度浜田地区教育懇話会について 

 （2）次期行財政改革における各部の取組について 

 

１ 教育長報告 

石本教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みに入り、松江市を中心に県下あちこちで、中学校の総合

体育大会が開催されている。18日から始まって 29日まで、14の

競技で約 4,800人の生徒が参加をするという大会。18日、19日、

20日は浜田の県立体育館で体操競技が行われた。浜田地元の生徒

もよく頑張っていて、男子は個人で優勝、女子は個人で 2位。団

体は男女ともに第一中学校が惜しくも優勝は逃がしたが、第 2位

という結果であり、体操競技は大変健闘している。来年度の高校

総体の体操、平成 30年度には中学校全国大会の体操が浜田の県立

体育館で開催されるので、そういったことを足がかりとして小さ

い時から体操の強化を進めているが、その辺の成果が表れている

のかなと思う。 

 20日（月）は休みだったので、松江へ陸上大会の応援に行って

きた。浜田の生徒も大変がんばっており、中学 1、2年生が 2人ず

つ参加するリレー競技で第四中学校が優勝した。予選でもぶっち

ぎりのトップだったので、決勝も楽に優勝するかと思ったら、最
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終ランナーのところまでは順位は真ん中位だったがアンカーが 4

人位抜いて優勝した。校長先生も大変喜ばれていた。その他色々

な競技でも浜田市の生徒が上位に入っている。2年女子 200Ｍで第

三中の佐田さんが優勝。この生徒は 100Ｍでも 2 位ということで

頑張っていた。小学校の頃から長距離が速かった浜田東中学校の

2 年生三浦君、足を怪我して記録的には良くなかったようだが余

裕で優勝した。2 位も三隅中学校の野尻君ということで、浜田市

の男子生徒が 1、2位を取った。女子走り高跳びでは、第一中学校

の上部さんが 1m60cmを跳び、これは全国大会出場の標準記録を突

破しており、浜田市で唯一全国大会に出場することとなっている。

水泳の方でも、第三中学校の阿瀬川君が 200Ｍの自由形で優勝し

た。29日まで色々な大会があるので、続々と浜田の生徒達が頑張

りの結果が聞けると思う。来月には、また全体的な報告が出来る

と思う。 

① 6月 22日(月)～6月 26日（金）コアティーチャー先進地視察

研修（福井県） 

  5日間、市内小学校教諭 2名、中学校教諭 1名の計 3名と事

務局から北川指導主事の 4名で福井市の方へ先進地視察で行っ

てもらった。コアティーチャーの先進地視察という事で、学力

の高い福井を視察し、浜田に活かせるものは活かしていこうと

いう取組で、去年から 3 名ずつの教諭を派遣しており、その 2

回目ということで今年も派遣をした。公開授業を何回か観ても

らったり、学校の先生との研究交流、教育委員会の中での指導

部分、先生方に聞いてみると、授業そのものは浜田の授業と変

わらないが、色々な事に徹底した取組が行われているという話

だった。例えば、宿題等忘れた時には残してでもやるというこ

とを徹底されていたり、先生方の公開授業後の研究会の意気込

みが違うというような話をされていた。視察へ行かれた先生方

には、色々な報告会を各学校や中学校グループごとで行っても

らうこととなっており、浜田の教育に活かしてもらいたいと思

っている。今年 2年目の事業であるが、来年、再来年ともう少

し続けてみたいと思っている事業である。 

② 6月 29日（月）国府小児童への久保田市長講話（国府小） 

  5、6年生を対象として講話をされた。1年以上前から市長へ

講話依頼があったが今回やっと実現となった。校舎が新築され、

統合校の開校の記念ということで市長の講話がされたのだと思
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佐々木課長 

石本教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う。「なぜ、勉強をするのか」ということで、1時間使って話を

された。資料が手元にあるが、テーマの答えは、「将来自分がな

りたい夢を実現させるため、夢の仕事に就く事によって、世の

中の人に役立つため」、という風に市長は答えを出されて子ども

達に話をされたということである。最後に、とにかく考える癖

を付けることが大事なのだということも話をされたよう。リン

ゴが落ちたらなぜ落ちたのだろうと考えるべきだというような

話もされたようだ。また得意な科目を 1つ作ってくださいとい

う話もされたようである。国語、算数、理科でも何でも良いの

で、この科目であれば誰にも負けないというくらい勉強をして

自信を付ける事も大切であるという事も話され、勉強を頑張っ

て将来は世の中に役立つ仕事をしてくださいという締めくくり

であったようだ。 

 これは、学校教育課が行ったのか。子ども達は喜んでいたか。 

 そうである。質問が多く時間が足りないくらいであった。 

③ 6月 30日（火）浜田市教育委員会学校訪問（3日目） 

  6月 11日から始まり、6月 16日、6月 30日、7月 2日、7月

6日、7月 7日、7月 10日、7月 13日、トータルで延べ 8日間

の学校訪問を無事終える事が出来た。委員の皆様方にはお世話

になった。 

④ 7月 2日（木）第 1回和紙ユネスコ無形文化遺産登録記念シン

ポジウム実行委員会 

  8 月 3 日に東京でユネスコの無形文化遺産に登録された伝達

式が行われるということで、県知事、市長が行かれ、そこでユ

ネスコから伝達を受けられる。それに合わせて、石州半紙、本

美濃紙、細川紙の 3紙でシンポジウムを東京で開こうというこ

とになっており、そのシンポジウムの実行委員会が行われた。

というのも全国重要無形文化財保持団体協議会役員会がワシン

トンホテルで行われたので、その場にその 3紙の各代表者の方

もお見えになったので、その機会にということで実行委員会を

併せて開催したところである。 

⑤ 7月 3日（金）弥栄中学校 PTCA研修会 

  「がんの秘密を知ろう」ということで講演会が開かれ出席し

た。東京大学付属病院放射線科准教授の中川恵一先生が来られ

た。この方は、大変ご高名な方だそうで、学校現場等でがん教

育を推進しておられる国内第一人者であるとのこと。全国を回
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って、子ども達にがんのことをもっと知ろうという話をして歩

いておられるようである。 

  併せて、日本がん・生殖医療研究会の阿南里恵さんが来られ、

30 歳すぎの方であるが、この方は 23 歳の時に子宮頸がんにな

られたということで、体験談等をお話しされた。23歳で病気に

なるまで、母親が大嫌いだったが、がんになった時に自分を一

番支えてくれたのは母親だったということで、家族の大切さの

お話をされた。 

  その後は、グループに分かれてワークショップが行われ、す

ごく有意義な研修会であった。 

  話の中で、がんの原因は遺伝だと言われることがあるが、遺

伝でなるのは 5％未満だそうだ。がんになる原因のほとんどは、

食べ物といわゆる運動不足、そういった生活習慣が原因の 1/3

はあるとのこと。食べ物も欧米化した食事が問題であるという

ような話をされた。ほかの 1/3はタバコを吸う事であるという

話であった。 

  中学生には、中学校からタバコを吸うと、吸わない人に比べ

ると 30 倍がんになる確率が高くなるというような話をされて

いた。そういったところが印象に残っている。 

⑥ 7月 9日（木）県教育委員会連合会理事会・総会・研修会（ホ

テル宍道湖） 

  理事会には藤本委員と私が出席した。その後の総会、研修会

には全員の委員方にも参加いただいた。講演の中で、文部科学

大臣補佐官をやっておられる鈴木寛先生の話があった。鈴木さ

んは、文部科学大臣の補佐官であるので、日本の教育政策を立

案するところのトップに近い方である。今回話をされた中で大

きな部分を占めたのは、高校、大学の接続といったような話を

された。やはり、小中学校と一緒で、高校や大学でも思考力、

判断力、表現力、そういったものを付ける事、主体性を組む事、

そういったことにもっと力を入れるべきだというお話をされ、

高校生活の中では、やはり書を読み、友や師と語らい、そして

何をするかということをしっかり考えてほしい。受験勉強で時

間がない中でも本を読む事は大切であるというお話をされた。

小学校も中学校も高校も大学も全て一緒なのだという思いがし

たところ。 

大学の入試はもちろんこれから形が変わっていく。英語は別
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に能力形成のようなものが課されるようになり、センター試験

のようなマークシートのようなものではなくて、記述式のもの

をどんどん取り入れて行くといったような話であった。浜田市

も図書館を活用した教育に力を入れて、読書、作文に力を入れ

ようという方向性を示して取り組んでいるが、そういった取組

もまさに間違いではなく、もっともっと進めて行かなければい

けないなと思った。 

⑦ 7 月 10 日（金）市 PTA 連合会役員との意見交換会（浜田公民

館） 

  教育委員会が持っている情報を提供して、その後意見交換を

行った。現在は、市町村合併後平成 22年度に作成した統合計画

は、いま建築が進んでいる旭統合小学校が来年 4月に開校すれ

ば、当面の統合計画は終わる。保護者の方々からは学校統合の

今後の考え方について、今後どういった方向で進むかという質

問があった。これについては、来年度審議会を立ち上げて 10

年先を睨んだ統合についても検討しているというお話をした。

併せて、校区の再編についての話もあった。10年前から話があ

る。松原小の児童は一中と二中に分かれて行く、原井小は一部

一中へ行くというようなところがある。そのへんのところの校

区について整理をしてほしいという要望が保護者からあった。

これについては、学校の再編のこともあるが、それとは切り離

して早めに校区の事は検討しなければならないという気がした

ところである。 

⑧ 7月 18日（土）浜田女性ネットワーク市議会（市議会議場） 

  花田委員は議長という大役をされた。教育委員会の方へも

色々と意見をいただいた。小中学校での、いわゆる観賞劇等の

機会が以前に比べ減っているのではないかという質問があっ

た。実際に減っているのは事実であると思う。授業時間の関係、

予算の関係で減っているというのは間違いないであろうが、今

後、そういった取組は子ども達の思考力を養ったり、いわゆる

心豊かな成長に大変意義の深い事なので、そのあたりを検討し

ている答弁をさせていただいた。 

  委員会の報告等の提言もあったが、放課後児童クラブは福祉

側の補助金でやっており、福祉の方が担当で子育て支援課が担

当している。しかし、是非教育委員会で対応が出来ないだろう

かという要望があった。教育の視点というものを放課後児童ク
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各委員 

ラブの中で取り入れるという意味合いの指摘だった。このあた

りのことについては縦割りの行政で言うと厚生労働省の補助金

をもらって行っている事業であるので福祉との協議になる。放

課後どういった子どもの見守りをするかということであれば教

育委員会サイドもあり一緒にということになるが、今回は放課

後児童クラブの内容だったので、これは福祉の方との相談が必

要である。 

⑨ 7月 21日（火）スーパーティーチャー示範授業（松原小学校） 

  筑波大学附属小学校の二瓶先生が来られて、国語の授業をさ

れた。80名位の先生方が集まられて、非常に有名な先生であり、

色々な示唆に富んだ指摘ももらえるということでたくさんの先

生が集まられた。来年も是非呼んでほしいという意見もあった。

12月には三隅中学校にも来られるという予定もあるようだ。ま

たその時も多くの先生が集まられると思う。授業の仕方等の面

でも勉強になるということで、先生方にとって有意義な研究会

であったと思う。 

 以上、先月の教育委員会からの動きを説明した。 

 報告のところで、質問はあるか。 

 質問なし。 

 

２ 議題 

（1）浜田市立図書館協議会委員の選任について（資料 1） 

島田館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立図書館の中には図書館協議会というものを設置しており、

10 名の委員で構成している。その内 3 名の方が所属をされてい

る組織の人事異動等で交代が発生した。表面にあるように 6 月

26 日から島根県立大学メディアセンター長の別枝行夫先生、浜

田市教育研究会学校図書館部会長の石井桂子先生、浜田市 PTA連

合会副会長の佐々木瑞恵さんに交代をいただきたいということ

で、これらについてご承認をいただきたい。任期は、資料裏面の

一番下にあるように、昨年の 4月 1日から平成 28年 3月末まで

と言うことでお願いしている。資料裏面は委員全員の名簿とな

る。図書館協議会は、図書館法第 15 条に基づき、5 つの項目で

教育委員会が任命をするとなっている。学校が推薦した当該学校

の代表者、あるいは社会協議団体が選挙その他の方法により推薦

した当該団体の代表者、社会教育委員、公民館運営審議会の委員、

あるいは学識経験のあるものということで規定をしている。それ
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石本教育長 

 

 

 

 

 

 

島田館長 

各委員 

らに則って、協議会は設定されるものだが、平成 17 年 12 月 22

日に施行されている浜田市立図書館協議会条例には、構成の人

数、会長、副会長の任命等に関する詳細の規定がある。協議会の

任務としては、図書館の運営に関し館長の諮問に応ずる事、図書

館の方針について館長に対し意見を述べる事という 2 点が大き

な任務と規定されている。今年度は年間で 4回開催する予定であ

る。 

説明があったように、図書館法の第 15 条に基づき、委嘱をす

るということであるが、前任者の残任期間ということで 6 月 26

日から平成 28年 3月 31日までだが、実は 6月 26日に会議を行

っており、それまでに委員の選出をしなければならなかったが、

今回事後になり大変申し訳なく思う。遡って、3名の委員の委嘱

をしたいと思うが意見等お願いしたい。 

それぞれ所属団体の役員が交代したという解釈でよかったか。 

そうである。 

質問なし。 

全会一致で承認。 

 

３ 部長・次長・課長等報告事項  

山本部長 

 

 

 

 

 

 

 

横田次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27年 9月 定例会日程（見込み）（資料 2） 

  8月 31日が開会。9月 1日から 4日までが一般質問。7日が

議案質疑。8 日から 10 日が委員会だが、8 日が総務文教委員

会となる。11 日は予算決算委員会であり、9 月補正関係であ

る。16日から 18日に予算決算委員会があるが、これは 26年

度分のものである。総務文教関係はおそらく 16日であると思

われる。予算決算を経て、閉会が 30日となる。正式には 8月

24日の議会運営委員会で決定される。 

 行事等予定表（資料 3） 

  7月 24日から 8月末までの現在把握できている行事を説明

する。先程、教育長の話にもあったが、学校は夏休みに入り

中学校総体等も開催されている。浜田でも、7月 25日から 26

日にかけて、石見武道館で柔道大会が開催される。教育長の

出張対応だが、7 月 28 日に島根県都市教育長会総会が雲南市

で行われる。8月 3日は、和紙ユネスコ無形文化財遺産登録伝

達式で東京へ出張予定である。8月 2日（日）から 6日（木）

にかけて日独スポーツ少年団同時交流が行われる。ドイツの
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佐々木課長 

 

 

 

 

石本教育長 

 

滝本室長 

 

 

 

 

石本教育長 

滝本室長 

山根課長（代）村木係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ少年団の団長以下 9 名の団員が浜田に来られる。民

泊でスポーツ交流、文化交流、体験活動をされる。団員は 19

歳から 21歳の青少年である。8月 7日から 9日、中国中学校

体操競技選手権大会が県立体育館で予定されている。各委員

にも案内がある行事となるが、8月 17日（月）、浜田地区教育

懇話会が行われる。資料 9で説明がある。8月 18日（火）人

権同和教育研究会集会のふれあいフォーラムが石央文化ホー

ルで行われる。資料 8で説明がある。8月 25日（火）は市教

研の教育講演会が行われる。また案内等があるので予定に入

れてもらえればと思う。 

 平成 27年度運動会及び学習発表会等日程表（資料 4） 

  7月時点で取りまとめた一覧表である。運動会・体育祭につ

いては、小学校は 9 月の第 2 週、中学校は第 1 週のところで

予定されている。これは確定ではないので、今後変更する場

合があるかもしれないことをご了解いただきたい。 

  運動会のどの学校へ行っていただくかの割り当ては 8 月の

定例教育委員会の時にしようと思う。 

  資料はないが、7 月 24 日、中央図書館で今年度初めて調べ

る学習の応援講座を開催する。既に申込は締め切っているが、

午後 2 時間程度で夏休みの自由研究や調べる学習をするうえ

での進め方の相談、アドバイスをするという応援講座を企画

し予定しているのでご承知いただきたい。 

これは、親子での参加か。 

そうである。 

① 浜田市の地方創生に係る公民館の取組み（資料 5） 

  今、国においても地方創生の活動をされているが、公民館

においても昨年度の繰越事業でこの事業に取り組んでいる。

公民館の「つどい」「まなび」「むすぶ」ことをテーマとして、

まち・ひと・しごとの創生、アクションプランを主に取り組

んでいる。公民館としては人材育成をねらいとして、各公民

館が特色ある活動を行っており、特に地域の課題解決を支援

して行こうということで地方創生の事業を展開している。 

資料の 1から 2ページにかけて、各公民館の取組を事業名で

載せているが、特に浜田公民館においては地域学ということで

地元を学ぼうということに取り組んでおり、水産高校と地域と

公民館とが繋がってわかめの養殖に取り組んだり、昨日、今日、
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明日で、海浜公園の NPO法人と B&G、アクアみすみと共催で「夏

のいわみ自然学校」に取り組んでいる。これについても 30名

の定員がすぐ定員になったので、人数について今後考えて行く

必要があるのかなと思っている。 

長浜公民館では、八朔はなまつりということで、昔のまつり

を盛り上げて更に深めて行こうということで、私も作成したが

現在地域の方が集って、紙で花を作って飾っているところ。 

  周布公民館では、歴史を学びながら防災に繋げて行こうと

いいうことで、先般、周布氏についての話を鍵本先生をお招

きして行ったところ、70名の方が来られて学びをされた。 

  雲城公民館においては、リーダー育成、担い手の育成とい

うことで、市長からも公民館の一つとしてこういった担い手

を育成することが人材育成に必要ではないかということで、

会長である岡本館長は地域のリーダーを育てようということ

で、館長自身 Uターンなので、まずは Uターン、Iターンの人

たちを集めて一緒に食事をしながら話をしたり、農業を通し

て今ある農地を守るために、国や県の制度を勉強して頑張っ

ていこうと学びの場などを雲城公民館では提供している。 

  安城公民館においては、一昨年から国の予算を使って防災

拠点の活動をしており、先般、仙台市の生涯学習セミナーに

安城公民館の主事が招かれ地元の活動について報告をし、10

月には全国大会が鳥取県で開催されるが、ここでもパネラー

として藤井主事が招かれて体験発表することとなっている。 

  岡見公民館では、梅干し、梅という一つの木だが、そこに

文化や地域の人や子ども達が集まり、梅干しの作り方、それ

が将来的に備蓄になるのだというような学びをしている。 

  白砂公民館では、交通対策ということで、昨年卒業した三

賀森君という地元の県立大学生を招いて、昨年も発表したが

今年も招いてひゃこるバスの体験発表をされたり、三賀森君

は JRに入社したということで、JRを使った地域との連携につ

いての意見交換会をしたいということで白砂公民館では行っ

ている。 

  それぞれ公民館が地域の課題に向かって事業を展開して行

くところを報告した。 

② 島根県立大学生が国府公民館と連携し、事業を企画・提案し

ます－その 2－（資料 6） 
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  先々月に報告したが、県立大学生が国府公民館と連携をし

て「若者の参加ができる公民館活動」を企画しようという事

が徐々に煮詰まって来て、今回資料の真ん中にある親子世代

とそのパイプ役となる高校生の参画を目指した逆ハロウィ

ン、国府を活性化するハロウィンパーティー、浜田東中学校

の部活と公民館活動をひっつけるような提案、子育てがしや

すい国府ということで、国府公民館と県立大学の金野ゼミの

皆さんが 4 つの班に分かれてプレゼンを行い、今年度どうい

った取組で事業を展開していくかというプレゼン発表会が先

般あった。 

③ 浜田市成人式の開催について（資料 7） 

  合併以降、各自治区で挙行していた成人式を平成 27年度か

ら次の日程で統一し実施することが 6月 29日の庁議で決定し

たので報告をする。決定事項としては、平成 28年 1月 3日、

以降 1 月 3 日を固定して実施していきたいと考えている。時

間は 13 時 30 分開始、場所は石央文化ホール。従来は、浜田

自治区では 1月の第 2 日曜日、金城、旭は 1 月 4日、三隅、

弥栄はお盆に行っていたが、色々と日がある中で、遠方者へ

の配慮、いわゆる三が日の帰省時が活用できる、年末年始の

休日の中でこの行事を行う事によって成人者が集まりやす

い、これはかねてからこういった声も挙がっていた。また資

料に県内 8 市の開催状況を参考として掲載しているが、近隣

においても三が日で行っている、このようなことから、浜田

市の成人式は毎年 1 月 3 日に開催したいと考えている。周知

については、広報 8 月号に掲載し、着付け業、貸衣装業、美

容室、写真館についても、この事案について周知している。

今後は、ホームページやケーブルテレビで周知を行っていき

たいと考えている。 

平成 27年度ふれあいフォーラム「力のある学校」をつくる～

人権教育と学力保障～（資料 8） 

毎年、開催している浜田市人権同和教育研究集会、ふれあい

フォーラムである。毎回、学校の先生方、保護者、社会教育関

係者、一般市民の皆様に多数参加いただいている。今年は 8

月 18日に石央文化ホールで開催される。大阪大学大学院人間

科学研究科教授、志水宏吉先生をお招きし、「力のある学校を

作る」～人権教育と学力保障～と題して講演をしていただく。
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石本教育長 

村木係長 

石本教育長 

村木係長 

藤本委員 

 

村木係長 

藤本委員 

 

村木係長 

 

石本教育長 

村木係長 

 

石本教育長 

村木係長 

学力格差の分析をされており、学校効果のある学校（ない学校

の状況）その背景となる生活時間、学習習慣、児童や生徒の学

校の先生や家族との関わり合いがどうか、ということが効果の

ある学校、ない学校の背景にあるという著書も出されている。

そういったお話をしていただけると思う。日程を調整して是非

ご参加いただきたい。 

 

資料のないところで報告事項がある課はあるか。 

報告事項なし。 

 

質疑応答 

各課の報告ということで資料 2 から資料 8 まで説明があった

が、質問等あるか。 

 資料 6 の関係だが、プレゼンがあった中の 3 つ目の浜田市立

浜田東中学校部活動加入生徒を対象とした公民館活動とある

が、具体的にはどういったことをするのか。 

 具体的には、野球部は公民館のこの事業に参加するという形

で、部活ごとに決まっていくという形である。それぞれの部活

が公民館活動に参加しようということである。部活と公民館活

動を繋ぐ事は面白いと公民館の方は言っていた。 

 これは部活で参加するということか。 

 そうである。 

 先生も来られるのか。 

 そうである。 

 資料 5 のところで、一覧表として委託契約実施とあるが、委

託料はどの位あるのか。 

 予算は 600万円である。 

 600万円は均等ではないと思うが、一覧表に書かれている公民

館全てで 600万円ということか。 

 そうである。26公民館のうち 22の公民館が今回この事業をテ

ーマに採択した。 

 多いところは 40万円位あるか。 

 50万円いっている。美川のシニア里山づくりは 50万円近い数

字。 

 少ないところでも 10万円くらいか。  

 そうである。 
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 経費的には国が予算を見てくれる委託事業である。 

 雲城公民館は素晴らしい課題を掲げられているが、数十年に

わたって答えが出ていないのが現実であるが、それにあえて挑

戦されるのは素晴らしい。成果を期待する。 

 期間は年度末までか。 

 そうである。一応、2月末で切る。 

 資料 7のところで成人式の日程の変更の事があった。正月の 3

日の日に教育委員の皆様には出席いただく事になるのでよろし

くお願いしたい。これも部長以上が集まる庁議という会議で

色々論議をした。予約が入っているという話も聞いており、美

容業界の方からはもう 1 年待ってもらえないだろうかという話

も実はあったので、本当に三が日にすることを今頃決めて業者

の方が困るのではないかという話もあったが、最終的にはお話

をして平成 28年 1月からはこういった形で行うということで了

解をいただいている。あとは広報でどれだけ皆さんに周知をし

ていくかというところであろうか。 

 そうである。 

 女の子を持つ親としては遅い。1年前位から予約していた。着

物を作ることも 1年以上前から。 

 そのあたりも確かに話に出て、問題はないだろうかというこ

ともあったが最終的にこのような形になったので協力方お願い

したい。 

 資料 8 の人権のふれあいフォーラムについては各委員に案内

は出されるか。 

 出す予定である。 

案内が行くのでよろしくお願いしたい。8月はこのふれあいフ

ォーラムと教育講演会の 2 つが毎年ある。教育講演会がいつも

10日までのところで開催されるが、今年は 25日開催と少し遅い

が調整をしてよろしくお願いしたい。 

 8 月 17 日の浜田地区教育懇話会についてであるが、以前から

ある会か。 

 以前からあるが名前が変わる。次のその他のところで説明を

する。 

 

４ その他 

（1）平成 27年度浜田地区教育懇話会について（資料 9） 
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各委員 

 これについては、写しを資料 9としてお送りしているが、委員

のお手元には県教委から送付があった原本も合わせてお配りし

ているのでご確認いただきたい。内容は一緒の物である。 

先ほど藤本委員からあったが、従来は西部地区教育懇話会とい

われていたものが、今年度から各教育事務所管内で開催をすると

いうことに衣替えをして、開催される事となった。以前から、委

員の皆様方より指摘があったように、大人数でなかなか意見交換

をする時間を持てない、出席人数もより絞って細かく開催をとい

う事も 1つの理由であったようである。今回の説明は、浜田地区

教育懇話会という事で、浜田教育事務所管内の開催である。資料

9の裏面に開催要項がある。8月 17日（月）14時から 17時まで、

大田市の大田市民会館で行われる。委員の皆様には日程調整をし

ていただき、出席をお願いしたい。会議は、17 時までとなって

いるが、その後、任意の懇談会が予定されているのでまた出欠を

確認したい。プラザホテルさんべで開催される予定である。移動

方法等については調整をして連絡をさせていただく。 

8 月 17 日に大田市で行われる。浜田教育事務所管内で三市三

町、6市町あるので、来年は江津市でその次は浜田市などと順番

に回っていくのではないかと思う。 

昨年までは西部地区で範囲が広かった。意見を交換する機会が

ないという事で、島根県を東部、西部で分けるのではなく、もう

すこし分散化されたのだということだが、今まで大田で行われた

こともなく、浜田市か益田市で交替だったので疑問に感じたが、

先ほど説明があったので納得した。 

移動手段等は後程とあったが、委員の皆様方はこちらから同乗

して往復することとなると思う。 

これについてはよろしいか。 

質問事項なし。 

 

（2）次期行財政改革における各部の取組について（資料 10） 

小林係長 

 

 

 

 

 

 こちらは委員の皆様に説明というより、事務局の管理職の方に

対してお知らせ、説明という感が強くなるかもしれないが、今後

の浜田市の行財政改革の取組についてどういった流れなのかと

いうことで委員の皆様に情報提供差し上げたいということでご

説明をする。 

 7 月 15 日、行財政改革推進本部幹事会より通知があった。平
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成 27 年度、今年度で合併算定替ということで、市町村合併の飴

の部分がなっていく平成 28 年度以降の取組について各部で考え

て提出をしてほしいというものである。2ページの各部の取組金

額についてというところをご覧いただきたい。中段の、実施計画

の必要性についてということで書いてあるが、20 億円の累積赤

字の解消が必達事項とある。これが昨年度平成 26 年度の中期財

政計画の中で示された数字である。参考に、13、14 ページのと

ころに中期財政計画を抜粋している。14 ページのグラフ実質単

年度収支をご覧いただきたい。実質単年度収支ということでその

年が実質的に黒字か赤字かという事を示すものになるが、昨年度

は 10 億円の黒字が出ていたものが、どんどん黒字幅が減少して

いき平成 30年度には赤字になり、平成 31年度には△3億円、平

成 32年度には△5億円、平成 33年度△11億円、この赤字の累積

が△20 億円になるということになるので、この解消をどんどん

していかなければならないという事が、今回の行財政改革の取組

の目的となっている。その年の予算規模が 322億円となるので、

累積赤字が 6％程度となり、これはかなり大きな数字になる。13

ページ③のところに文章で記載の下線部分で「実質単年度収支は

平成 30年度から赤字に転じ、平成 33年度には赤字額が前回（18

億円）より改善したものの 11億円規模にまで拡大します。」とあ

る。前回でいうと 18 億円の赤字だったが、やや改善して、財政

調整基金の残高は 29 億円規模にまで縮減と書いてある。単純に

言うと、29億円の基金残高が 1、2年でなくなっていくという状

況になっていくということである。貯えがなくなり底を付く、い

わゆる財政が非常事態の宣言を出すというような状況にまで近

付くというのが今の中期財政計画見通しのあらましである。なぜ

かと言うと、②のところにあるように、普通交付税が暫減してい

く状態になるので、何もしなくても税収、交付税を含めた収入が

減っていくため、それに合わせて行革を進めて経費節減をして行

かなければならないという事が、行革の理由となっている。2ペ

ージのところで 20 億円というのが今後の見通しの中の赤字の額

になる。それを解消するには、毎年 1.8％ほど事業費をカットし

て行くことを続けて行かなければならないということになる。そ

ういった、カットをしていくということが必達になるので各部に

おいて、政策を考慮した自主的な削減計画を検討し、削減計画を

作ったあかつきには実施計画として進捗管理をという内容であ
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る。基本方針が①から⑩まであるが、また改めてご覧いただきた

い。3 ページについても後程読んでいただきたい。4 ページの教

育委員会の中で削減をどの程度しなければならないかという事

が示してある。教育委員会は裁量経費が 12億 1千 700万円であ

り、事業規模そのものが大きい関係もあるので、最終的な累計削

減額は 4億 4千 647万 1千円。割合で言うと各部一緒であるが、

金額で言うと 1番か 2番くらいの大きい金額を削減していかなけ

ればならない。平成 27年度の予算に対して、平成 33年度の予算

規模で言うと、12億 1千 700万円が、10億 9千 100万円という

ことで、約 1億 2千万円の事業費を今の事業費から落とさなけれ

ばならない。単年度の率で言うと大体 1割カット。単年度で実施

するのはなかなか難しいので、毎年 1.8％となっているが、いず

れにしても普通に事業を見直すだけではこの率の達成は難しい

ので、教育委員会全体の中で事業のスクラップアンドビルド、施

設の再配置計画もあるので、これらを踏まえて削減して行かなけ

ればならないということがあるので、今回各課で考えてもらい、

それを教育委員会としてまとめて行くという流れで考えている

ので宜しくお願いしたい。この取組について、各部がどういった

取組で行っているかは現時点で定かではないが、恐らく各部の割

り当ては必達になってくる事が予想されている。非常に厳しい数

字ではあるが、将来の施策の制限をされるということになり兼ね

ないが、こういう削減はして行かなければならないので各課につ

いては色々と知恵を出し合っていただき、この取組を進めていく

必要があるのではないかと言うところでお知らせとしたい。 

 次期行財政改革における教育委員会ではどういうふうに財源

を確保するかというか、4億 4千万円を削減していかなければな

らないという説明があった。これはいつまでに各課は出すのか。

31日に教育委員会としてのものを出すのか。 

 そうである。委員会の中での取組についてのある程度の形をま

たお知らせしたい。今週のところでは、ある程度のものが見えな

いと整理が出来ないかなと言うところがある。個別の取組は置い

ておいても、この金額は出すという形になっているので、ある程

度実現可能なものについて出さないと後々苦しくなるかと思う。 

 今日、教育委員会に話を出したというのは、各課長には既に話

が行っているが、教育委員にもこの状況を分かって欲しいという

ことでの今日の資料提供か。 
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 そのとおりです。厳密な事を言うと、ここで各課長にお願いを

するという意図もある。 

 期間が少ないので早急に検討してもらわなければ。 

 実際は難しい。どうやって進めて行けば良いか。 

 一律に来られるのが一番困る。 

 機械的に来られると困るのだが提出をしなければならない。 

 最後のページで、平成 30年から平成 33年までで単年度収支の

合計が累積で 20億円とあるが、この表は 26年からあるが 26年

度から 29年度のところで黒字部分が 25億円あるが、それを使わ

ず取っておけばよいのではないか。 

 財政調整基金自体は、黒字の半分は積立をしなければならない

ということがあるので、半分は残高 29 億円の中に折り込んであ

る。残りについては、減債基金、いわゆる借金の返済用で積み立

てをしたり、別の事業用に積み立てて使うということである程度

の将来の基金不足に備えての対応は行うが、それでも将来的には

全く足りない状況。33 年度の 11 億円がずっと単年度 11 億円赤

字になるという状態になるので、なかなか過去の貯金だけでは解

消できない。 

 34年度以降はということか。 

 そうである。 

去年 3％から 5％カットしても大変だった。その上にこれが来

たので、何を切り捨てなければならないのではと思う。 

 結局、何を辞めて行くかという話をするのか。 

 そうである。自薦他薦は問わず、提案をしていただく事になる。 

 今までの議論でかなり事務的なレベルではカットできるとこ

ろはやってきている。何をやめるかという判断をとなるが、こち

らから提案したような判断がいるのか。かなり大きな判断をしな

ければ、事務の積み重ねで何万円ずつのカットではとても出来な

い話。 

 あえてここで挙げたのは、そういったところもあって、何かを

やめると言ったときに、それもかなり大きなもの、例えば施設な

どをやめるという判断もでてくるかもしれないというときに、管

理職のみだけではなく教育委員の皆様にも判断、ご意見をいただ

くような事も今後出てくるのかなというところもあり、また、教

育委員会だけではない、市長判断というのもかなり大きな話とな

るので、教育委員会としての足並みを揃えて動きをしていった方
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が良いのかと思ったので、時間の都合もあったがあえてここで挙

げさせていただいたというのもある。これについては、色々と定

例会ではなくても、臨時会や委員協議の場等で説明や経過報告を

することもあると思う。 

 これも、あえてやめるとしたら何にするかという議論になると

思うが、市の中で例えばどの分野を抑えるというような方向性を

出されてから調整するということでないと、調整等を各部でやる

のは難しいのではないか。 

 もっともなところであるが、行革の本部が出してきたこれがト

ップに近いところでは了解事項となっているのかなと思われる

ので、この部分を、そもそもでということになると、教育委員会

だけではなく他の部署も含めて投げかけをしてもらわなければ

難しい気がする。 

 どこの分野を抑えるかという事は難しいので、一律で出ている

と思うが、そのあたりを論議することがあるかもしれないので機

会があれば話をしたい。 

 教育委員会の表を見ると、単純に言うと毎年 2,000万くらい縮

小していかないと。 

毎年 1.8％ずつ減らしていくということ。 

 事務事業の見直しだけではとても追いつかない気がする。 

 大きい事業を 1つ無くすとか、施設は民間に委ねる等そういっ

た事を考えないとこれ位の金額は減らせない。6年間で 4億 4千

万円なので。 

 そういった政策を伴う判断を、7月 15日に通知して 7月 31日

に提出というのはかなり難しい。特に教育委員会としては、教育

委員の方にも判断をいただかなければならないレベルなので、事

務事業の改善レベルではないことをこの期間でというのは日に

ちが少なすぎると思う。 

 どの部も難しいということで、一から検討になると思う。 

 マイナスの方向で削らなければいけないという考えが強いみ

たいだが他の方法、歳入を増やす方向は考えられないのかと思

う。 

 今回、あまり目立たせていないが、前回の 55 億の財源計画に

比べて、歳入を頑張って入れれば削減相当としてみるとあるの

で、削減の方に目が行きがちだが、歳入の方も反映される仕組み

にはなっている。なかなか、歳入のあてとする取組が難しいとい
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うか、削減の方へ目が向くのが現実である。 

 収入を各部ごとに考えて、例えば教育委員会の歳入が 2億円増

やす事になれば、教育委員会の削減額の 4億円が 2億円となると

いうことか。 

 そうである。 

 収入を全体で考えてくれれば良いが、教育委員会のみで考える

という事は難しい事なので、施設を売るしかないと思う。 

 こういった大きな問題が持ち上がっているという事で、委員の

皆様にも意見をいただきたいと思うので宜しくお願いしたい。 

 これ以外のところで意見、協議等はあるか。 

質問事項なし。 

 

 

次回定例会日程  

  定例会 8月 25日（火） 9時 30分から 浜田公民館第 2研修室 

 

14：54 終了  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


